たまたま、 どこかの 待合で 遊んで ゐる とき、 遊びの 

果に 気づいて みると、 吉 さん は 本当に クビを しめられ 

て 死んで ゐた。 たゾ それだけの 話な ので ある。 

いつも 首 を しめられ、 その 苦悶の 中で 恋の 陶酔 を 見 

て ゐる吉 さんだ から、 ぉ定 さん も 死んだ ことに は 気づ 

かなかった に 相違な く、 もとよ リ、 気づいて 後 も、 殺 

したと いふ 罪悪感 は 殆どなかった のが 当然で ある。 む 

しろ、 いとしい 人が、 いとしい/^ と 思 ふ ァゲク の 中 

で、 よろこんで 死んで 行った。 定吉ー つと いふ やうな 

激越な 愛情ば かり を 無上に 思 ひ つ のったら うと 思 ふ。 

さう いふ 愛情の 激越な 感動の 果に、 世界 も いらない、 



た、 V 二人 だけ、 その ァゲ ク、 男の 一物 を 斬りと つて 胸 

にだいて 出た、 外見 は 奇妙の やうで も、 極めて 当リま 

へ、 同感、 同情すべき 点が 多々 あるで はない か。 

あの ころ は、 ちゃう ど 軍部が 戦争 熱 を か りたて、 ク— 

デタは 続出し、 世相 アン タンた る 時であった から、 反 

動的に 新聞 は デカデ 力 かきたてる。 まったく あれ ぐら 

ゐ大 紙面 をつ かって デカデ 力と 煽情的に 書きた てられ 

た 事件 は 私の 知る 限り 他に なかった が、 それ は 世相に 

対する ジャ— ナ リストの 皮肉で も あり、 また 読者た ち 

も アン タンた る 世相に 一抹の 涼気、 ハケロ を 喜んだ 傾 

向の もので、 内心お 定 さんの 罪 を 憎んだ ものな ど 殆ど 



なかった らう。 

誰し も 自分の 胸に ある こと だ。 むしろ 純情 一途で あ 

り、 多くの 人々 は 内々 共感、 同情して ゐた。 僕らの 身 

べん はみ なさう だった。 あんな 風に 煽情的に 書きた 

て 、 ゐ るジャ ー ナ リストが むしろ 最もお 定 さんの 同情 

者、 共感 者と いふぐ あいで、 自分の 本心と 逆に、 た > 

エロ 的に 煽って しま ふ、 ジャ— ナ リズムの やりがち な 

悲しい 勇み足で あるが、 まったく 当時 は、 ぉ定 さんの 

事件で もなければ やりきれな いやうな、 圧しつ ぶされ 

た ファッショ 入門 時代であった。 ぉ定 さん も 亦、 

ファッショ 時代のお かげで 反動的に 煽情的に 騒ぎた て 



実際に 又、 ぉ定 さん は 時代の 人気 を あつめた もので、 

お 定 さんが 出 所す ると き、 警察 の 人々 が 特に 心配し て 

くれて、 特別に 変名 を 許可し、 変名の 配給 書類 をつ く 

つて くれた。 その 変名の 配給 書類で、 ぉ定 さん は 今日 

まで、 誰に もさ とられず (隣の 人 も 知らなかった) 平 

凡に、 つ、 ましく 暮 してきた のであった。 

どんな 犯罪で も、 その 犯罪者 だけが できる とい ふ も 

の はなく、 あらゆる 人間に、 あらゆる 犯罪の 要素が あ 

るので ある。 小 平 も 樋 口 も 我々 の 胸底に あるの だ。 け 

れ ども、 我々 の 理性が それ を 抑へ てゐる だけの ことな 

の だ。 中には、 とても、 やれない やうな 犯罪 も ある。 



去年 だか、 埼玉 だか、 どこかの 田舎で、 ママ 子 を 殺し 

て 三日に わたって 煮て 食った とい ふ 女が あった。 こん 

なの は 普通 やれそう もない けれども、 然し 犯罪と して 

やれない ので はなく、 問題 は 味覚に 関する ことで、 蛙 

のキ ライな 人間が 蛙 を 食 ふ 気がしな いのと 同じ 意味に 

於て、 やる 気がない だけの 話な ので ある。 

ぉ定 さんの 問題な ど は、 実は 男女の 愛情 上の 偶然の 

然 らしめ る 部分が 主で、 殆ど 犯罪の 要素 はない。 愛し 

合 ふ 男女 は、 愛情の さなかで 往々 二人 だけの 特別の 世 

界に 飛躍して 棲む もの。 そんな 愛情 は ノル マルで はな 

い、 いけない、 そんな ことの 言へ るべき もので はない _ 



然し、 ぉ定 さんが、 十 年 も たった今 になって、 又 こ 

ん なに 騒がれる とい ふの も、 人々 がそ こに 何 か 一種の 

救 ひ を 感じて ゐ るから だと 私 は 思 ふ。 救 ひの ない、 

た、 V イン サンな 犯罪 は 二度と こんなに 騒がれる もので 

はない。 小 平の 犯罪な ど は、 決して こんなに 再び 騒ぎ 

たてられる こと はないだ らう。 

人間 は 勝手 気 まゝの やうで 案外 みんな 内々 の 正義 派 

であり、 エロ だ グロ だと 喜びながら、 た y の エログロ 

では ダメ で、 やっぱり 救 ひが あるから、 その 救 ひ を 見 

てゐ るから、 騒ぎた つやうな、 バランスの とれた とこ 

ろが あるの だら うと 思 ふ。 



なる 仕事 を やり、 あんな 女が 今では あんなに、 ェ ライ 

もの だと 言 はせ てみ せる とい ふ、 まことに 嬉しい こと 

ではない か。 

然し 又、 世の 大方の 人々 が、 た ^ の 好奇心から ぉ定 

さん を エロ 本に したて、 面白がる、 それ も 又 仕方の な 

いこと で、 私 は それ を 咎めたい と は 思 はない。 それ は 

本当のお 定 さんと は 関係の ない もはや 一 つの 伝説で あ 

り、 それ は それでい、。 

然し 今日、 八百屋お 七が なほ 純情 一途の 悲恋と して 

人々 の 共鳴 を 得て ゐ るのに 比べれば、 ぉ定 さんの 場合 

は、 更により 深く より 悲しく、 いたましい 純情 一途な 



底本： 「坂 口 安吾 全集 g」 筑摩 書房 

1998 (平成^) 年 6 月^日 初版 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本 " 「座談 創刊号」 文藝春秋 新 社 

1947 (昭和^) 年匸月 ー 日 発行 

初出 ： 「座談 創刊号」 文藝春秋 新 社 

1947 (昭和^) 年に 月 ー 日 発行 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

入力 .. 

校正 " 藤 原朔也 

2 0000 年 4 月； ！2 日作戎 



青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



